
「さいたま市子ども読書活動推進計画」事業実施状況調査表

Ａ 目標以上に実施し、想定よりも大きな効果を得ることができた Ａ 拡大（新規含む）

Ｂ 目標どおりに達成し、想定内の効果を得ることができた Ｂ 継続

Ｃ あまり達成できなかったが、実現に向けて着手している Ｃ 縮小（終了含む）

Ｄ 未着手もしくはほとんど達成できなかった

達成度 達成度の理由 方向性 方向性の理由

Ｃ
読み聞かせの記録を残すことができる書き込み式の手帳を増刷し
た。市内各図書館の窓口及び、あかちゃんおはなし会等のイベン
トで１，２５４部（昨年度１，９９３部）を配布した。

Ｂ
「子どもといっしょに読書タイム」推進に役立てるため、配布を継続
する。

Ｂ
祖父母を参加対象に加え、講座には大人１７人、子ども１１人が参
加した。

Ｂ
各図書館で子育て世代・シニア世代を対象に読み聞かせ講座を
開催する。

Ｂ 予定どおり３０，０００部作成し、配布したため。 Ｂ 引き続き、必要数を作成し、配布する。

Ｂ WEBトップページの閲覧数１，４１４，６３９PVを達成したため。 Ｂ 引き続き、昨年とほぼ同数の閲覧数を目指して事業を継続する。

7.1 資料サービス課
図書館の整備・充
実

乳幼児、小・中・高校生を対象
に、発達段階に応じた収書、調
べ学習に対応できる蔵書構成
に努める。

Ｂ
各図書館の児童・地域担当職員を集め、児童書の見計らい選定
会議を毎週金曜日、年間では４８回実施し、子どもの成長に合わ
せた適切な資料を収集するよう努めた。

B
引き続き、定期的に児童書の見計らい選定会議を実施し、精選し
た児童書収集を行う。

Ａ

実施図書館を１１館（中央、大宮西部、北、大宮、春野、与野、桜、
北浦和、武蔵浦和、東浦和、岩槻）に拡充して開催し、昨年の参加
延べ人数１１２人から１５３人に増加し、中・高校生に図書館への
来館を促す働きかけを行うことができた。

B
引き続き１１館（中央、大宮西部、北、大宮、春野、与野、桜、北浦
和、武蔵浦和、東浦和、岩槻）で開催する。

Ａ
全館で１，３７３回イベントが開催され、２６，７５２人が参加した。昨
年度と比べ６回開催数を増やして実施することができている。

B 各図書館においてイベントの開催を継続する。

Ａ
全館で４２回イベントが開催され、７５５人が参加した。昨年度と比
べ２回開催数を増やして実施することができている。

B 各図書館において講座の開催を継続する。

Ｂ

記者発表を行い、子ども読書の日を記念して「本は王さま２０１８」
を４，２００部発行し、図書館ホームページにも掲載した。また、「本
は王さま２０１９」の作成を行った。毎年新しく出版される児童書の
中から図書館員が選ぶおすすめの本を紹介することができてい
る。

B 「本は王さま２０２０」の編集・作成を行う。

Ｂ
年４回（４月、７月、１０月、１月）各２，０００部発行し図書館で配布
及び図書館ホームページに掲載した。また、市立小学校への配布
も行った。

B 年４回の作成・配布を継続して行う。

Ｂ
年４回（４月、７月、１０月、１月）各２，０００部発行し図書館で配布
及び図書館ホームページに掲載した。また、市立中学・高等学校、
市内の県立高等学校への配布も行った。

B 年４回の作成・配布を継続して行う。

Ａ
さいたま市にゆかりのある児童文学者（石井桃子氏、瀬田貞二
氏）の略歴、功績、講演会・展示会情報を紹介するページを新たに
作成し、図書館ホームページ内に公開した。

B 維持管理を行いつつ、講演会や展示会情報を更新する。

Ｂ
展示スペースに昨年度３月２６日～１２月１８日まで、６つの館（東
浦和、片柳、大宮西部、岩槻、与野、七里）で巡回展示を行った。

C 単年度事業として終了

10 15

施策 No.
計画掲
載頁

施策の内容 所管・関連部署

１
家
庭
へ
向
け
た
取
り
組
み

2
地
域
で
の
取
り
組
み

7.2

8

(3)本や図書館に関す
る情報発信の充実

「本の出張授業」
の実施

(1)ブックスタートの推
進

子育て支援政策課

4

さいたま市図書館
施設リフレッシュ計
画

10

9 15

ブックスタート事業

「さいたま子育て
WEB」等による情
報提供

読み聞かせ、おはなし会などの
活動について、「あそび場ガイド
ブック（旧子育てきっかけ応援ブッ
ク）」やホームページ「さい
たま子育てＷＥＢ」などで情報を
提供する。

(1)地域の子ども読書
活動情報の紹介

123 子育て支援政策課

2 11

「単独型子育て支援センター」を
主会場として、絵本などが入った
ブックスタートパックをプレゼント
するとともに、読み聞かせやほん
の選び方をアドバイスする。

(2)「子どもといっしょに
読書タイム」の推進

資料サービス課
「子どもといっしょ
に読書タイム」の

推進

達成度 方向性

ブックリストや情報誌を作成し、
各図書館で配布する。市立小・
中・高等学校等へ情報提供す
る。

児童向けイベント
の実施

児童向け刊行物
の発行

(2)本や図書館に親し
むイベントの開催

1

平成30年度の目標達成度

(2)公民館での子ども
読書活動の推進

12

管理課

生涯学習総合センター
公民館文庫、おは
なし会等の実施

5 13
(3)児童センターでの
子ども読書活動の推
進

青少年育成課
児童センターにお
ける読書環境の整
備

(1)読書環境の整備・
充実

     変更しないでください

15

美術館の職員がしかけ絵本や
造形的に芸術性の高い本を小
学校へ持参し、鑑賞学習を行
う。

事業の概要

※別シートに記入してください

「子育てきっかけ応援ブック」の発行

中・高校生を対象にした図書館ボランティア「さいたま・ライブラリ・
サポーターズ」（リブサポ）の実施

児童・生徒向けの行事開催

「本は王さま」の作成

さいたま市ゆかりの児童文学者情報のホームページ作成及び公開

石井桃子没後１０年関連展示の実施

※別シートに記入してください

「さいたま子育てWEB」の運用

読み聞かせや本に関する講座開催（一般対象）

本の出張授業 Ａ
前年度平成２９年度（１８校７１クラス２，１４５人）と比べ、平成３０
年度（２５校９０クラス２，７６０人）と上回り、依頼のあった学校に対
して１００％実施したため。

B

保護者に読書の意義や大切さ
を伝えるとともに、家庭で実践
してほしい働きかけを提案し、
呼びかけを行う。

図書館では、「さいたま市公共施設マネジメント計画・第1次アクショ
ンプラン」との整合を図りながら、安全・安心な学習環境を整備する
ため、施設改修を行った。また、「図書館施設リフレッシュ計画」に
基づき、施設改修を2館、エレベーター更新工事を1館行った。

Ｂ 設計・工事を予定どおり完了することができた。 B
引き続き、リフレッシュ計画に基づき、老朽化した図書館の改修工
事等を進めていく。

14

資料サービス課

資料サービス課

読書や図書館の利用につい
て、子ども達の興味や関心を高
めるイベントを開催する。また、
大人を対象に、子どもへの読書
支援を目的とした講座を開催す
る。

(4)さいたま市ゆかり
の児童書の収集と紹
介

事業名
令和元年度の事業の方向性

内容（複数ある場合は分けて記入してください）

平成30年度の事業実績

資料サービス課
「さいたまゆかり」
コーナーの充実

石井桃子と瀬田貞二を中心
に、さいたま市ゆかりの児童文
学者の著作や関連資料の収
集、展示、講演会や紹介を行
う。

6 13
(4)うらわ美術館での
子ども読書活動の推
進

うらわ美術館

図書館施設について、施設の機
能を適切に維持し、長寿命化を
図るとともに、利用者の安全・安
心を確保するため、適切な維持
管理や改修工事を計画的に実施
する。

「としょ丸しんぶん」（年４回）発行

「はぴ」（年４回）発行

引き続き、昨年とほぼ同数の参加数を目指して事業を継続する。

対象者数：１０，２８２人　引換者数：６，７２７人　引換率：６５．４％ Ｂ
主会場である単独型子育て支援センターで引換えできなかった対
象者への救済措置として、各保育園での配布も実施し、平成３０年
度当初の数値目標を達成できたため。

Ｂ 引き続き、昨年とほぼ同数の参加数を目指して事業を継続する。

「すくすく読み聞かせダイアリー」の配布

聞いて楽しむ読み聞かせ講座「おじいちゃん、おばあちゃんと楽し
むおはなし会」の開催

児童書の見計らい選定会議の定期的な実施

３つの基本方針

（１）楽しむ読書 （２）みんなで読書 （３）支える読書
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「さいたま市子ども読書活動推進計画」事業実施状況調査表

Ａ 目標以上に実施し、想定よりも大きな効果を得ることができた Ａ 拡大（新規含む）

Ｂ 目標どおりに達成し、想定内の効果を得ることができた Ｂ 継続

Ｃ あまり達成できなかったが、実現に向けて着手している Ｃ 縮小（終了含む）

Ｄ 未着手もしくはほとんど達成できなかった

達成度 達成度の理由 方向性 方向性の理由
施策 No.

計画掲
載頁

施策の内容 所管・関連部署

達成度 方向性

平成30年度の目標達成度

     変更しないでください

事業の概要事業名
令和元年度の事業の方向性

内容（複数ある場合は分けて記入してください）

平成30年度の事業実績

３つの基本方針

（１）楽しむ読書 （２）みんなで読書 （３）支える読書

Ｂ
中央図書館等のボランティアグループ活動により、４４冊（昨年３６
冊）の絵本を点訳した。

B ボランティアグループと連携し、点訳絵本の受入れを進める。

Ｂ
特別支援学校への訪問や図書館への招待を行い、市内図書館館
で合計９回（昨年度１８回）、１０７人（同２６３人）に集会行事等を
行った。

B 学校からの依頼に応じて随時実施する。

Ｂ
中央図書館等でマルチメディアデイジーを８点、LLブックを１冊収
集した。

B マルチメディアデイジー、LLブックの選書と収集を行う。

Ｃ
各図書館で合計８回実施し、３３２人が参加した。昨年度よりも開
催数が３回減少し、参加延べ人数も２４９人減少した。

B 各館で多言語によるおはなし会を継続して行う。

Ｂ
各館で年度中に合計７回（昨年７回）、外国語絵本等の展示を行っ
た。

B 各館で外国語児童書の展示を行う。

Ｂ
各館合計で２７７冊（昨年５５６冊）の外国語児童書を新たに受け
入れた。

B 外国語児童書の収集を行う。

Ｂ
小・中・高等学校、特別支援学校、教育相談室へ３３，５３６点の団
体貸出を実施した。

B
小・中・高等学校、特別支援学校、教育相談室への団体貸出を継
続して実施する。

Ｂ レファレンスの申込みを受けた１２件について回答した。 B レファレンスに対する受付・回答を継続して行う。

Ｂ 新任の学校図書館司書に役立つ資料と外国語資料を紹介した。 B 市立教育研究所ホームページでの情報提供を行う。

Ｂ

「としょ丸どくしょてちょう（１～２年生向き）」（２８，０００部）を増刷
し、図書館と学校で配布。市立小学校１年生には全員配付した。ま
た「３～6年生向きとしょ丸読書手帳」（１7，０００部）も増刷し、図書
館で配布した。

B
子どもが読書習慣を身に付ける手段の一つとして、読書手帳の利
用を進めていく。

Ｂ
各図書館で職場体験学習のため、１４７人（昨年度１６３人）を受け
入れたが、受入人数は昨年よりも減少した。

B
図書館を深く知り、職業体験として学ぶ機会となるよう、今後も受
入れを実施する。

Ｂ
各図書館から職員が学校を訪問し、合せて３，４１９人（昨年度４，
１２９人）に本の紹介等を行った。実施回数及び対象人数は昨年よ
りも減少した。

B
児童が本に親しみを持てるように、学校と連携して訪問事業を行
う。

Ｂ
各図書館において図書館見学や町探検で来館した児童に、図書
館案内や貸出し体験を行い、合せて５，３２０人（昨年度５，３６４
人）となり、対象人数は昨年度よりも減少した。

B
児童が図書館に日常的に来館し、読書や調べものに利用する機
会が増えるように、学校と連携していく。

Ｂ
各図書館において保育所・幼稚園への訪問や図書館招待を、合
わせて７，８７０人（昨年度７，９５２人）の園児に行ったが、対象人
数は昨年度よりも減少した。

B
園児がおはなしや絵本に親しみを持つように、保育所や幼稚園と
連携していく。

Ｂ
各図書館において、保育園や幼稚園を対象に１２，２２８冊の貸出
しを実施したが、貸出数は昨年度よりも３，０４６冊減少した。

B 団体利用のＰＲや資料の提供を引き続き行う。

Ａ
プレスリリースを行い、４月１１日から配布を行った。昨年発行した
ブックリストに引き続き、新聞をはじめ、市内外から問い合わせが
あり反響があった。

C
読み聞かせボランティアを対象とするブックリストは計画どおり2冊
発行した

Ａ
各図書館において講座を開催したり、図書館職員が学校の読み
聞かせボランティアを指導したりするなど、延べ３７回実施し、５９４
人が参加した。

B
ボランティアの経験年数に見合う指導により、スキルアップが図れ
るように、指導的役割を担えるボランティアグループと連携しなが
ら、支援を行う。

Ｂ
学校や公民館等へボランティア受入れ希望調査を行い、市のホー
ムページで情報を公開した。

B
読み聞かせや図書の整理作業のボランティアを希望する方へ、活
動場所を案内できるように、情報収集を行う。

Ｂ 児童サービス担当者の初任者向け研修を年間４回開催した。 B
経験や情報の共有を図り、各館における案内や集会行事に役立
つよう、年間４回の研修会を開催する。

Ｂ
各図書館から埼玉県図書館協会主催の研修会に年間５回参加し
た。

B
児童担当職員が基礎的な知識や技術を身に付けられるように、今
後も研修会に参加する。

Ｂ
図書館から１名、日本図書館協会主催の研修会（前期・後期）に参
加した。

B
指導的役割を果たせる児童担当職員を育成するため、今後も研
修会に参加する。

資料サービス課
多文化 ・多言語
サービス

学校図書館を利
活用した授業の充
実

大宮西部図書館
小・中学校向け学
級文庫用図書の
貸出

３
図
書
館
で
の
取
組

13 16

14.1

16

⑸ 障害のある子ども
へのサービスの充実

12

11

(4) 学校図書館コン
ピュータの整備による
機能的な学校図書館
運営の支援

18 18
(1)学校図書館の環境
整備

17

４
学
校
で

(11)児童サービス担
当職員の養成

(3)学校図書館を利活
用した授業などの学
習指導の充実

16

16 17

(5) 多 文化 ・ 多 言語
サービスへの取組

(10)子どもの読書活
動推進に関わるボラ
ンティアの支援

15 17
(9)保育所・幼稚園と
の連携の推進

(8)学校との連携の推
進

14.2

20 19

17

多言語おはなし会の実施

外国語児童書の展示

特別支援学校・特別支援学級を対象とするおはなし会の実施

読書手帳の配布

外国語児童書の収集

学校図書館を充実させる取組

マルチメディアデイジー、LLブックの収集

子どもの読書活動に関わるボ
ランティアをを支援するため、
情報提供や講座の開催を行
う。

保育所や幼稚園の園児へ読み
聞かせや絵本の貸出を行う。ま
た、団体利用者カードの登録を
受け付け、団体貸出を行う。

ボランティア団体による点訳絵本の作成

学校図書館の環
境整備

学校との連携推進
学校と連携して児童生徒の読
書活動を推進する取組を行う。

北浦和図書館
学校図書館支援
センター事業

16

(7)学校図書館への支
援の充実

指導１課

資料サービス課
バリアフリーサー
ビス

学校図書館のＩＣＴ
環境整備

耐用年数を経過した学校図書館
コンピュータの入替を順次行うと
ともに、令和2年度には学校図書
館コンピュータのセンターサーバ
の入替を行い、機能的な学校図
書館運営に努める。

子どもの読書活動
推進に関わるボラ
ンティア支援

資料サービス課
保育所・幼稚園と
の連携推進

障害のある子どもたちに、障害
に応じた読書サービスを行う。

小・中・高等学校及び特別支援
学校、教育相談室の授業や取
組を図書の側面から支援する。

教育研究所

指導１課

資料サービス課
児童サービス担当
職員の研修

資料サービス課

日本語を母国語としない子ども
へのサービスとして、児童向け
の外国語資料の収集や多言語
によるおはなし会を開催する。

学校招待（図書館見学他）の実施

学校図書館の機能を活用し、
児童生徒の主体的で意欲的な
学習活動を支援する。

児童生徒の主体的な読書活動
や学習を支援できるように、図
書の配架、推薦図書の展示、
室内レイアウト等の環境整備に
努める。

19 18
(2)読書習慣の形成と
自主的な読書活動の
活性化

指導１課
読書に関する取組
の充実

児童生徒の読書への関心を高
め、読書活動の推進を図る取
組を行う。

21 19

児童サービス担当職員の育成
を行うため、内部研修の実施、
及び外部研修への参加を促
す。

資料サービス課

図書ボランティア等の活動を希望する方へ情報を提供する。

児童サービス研修会への参加

学校訪問（図書館職員によるブックトークや読み聞かせ）の実施

児童図書館員養成専門講座への参加

全ての市立小・中・特別支援学校において「子ども読書の日」「冬
の読書週間」に関わるイベントや各学校独自の読書指導の工夫が
行われた。

今後も研修会や講演会を通して、各学校の取組を情報共有し、
児童のよりよい読書習慣の形成に努める。

B

Ｂ B

各学校における読書イベントや継続的な読書指導の実施

『続ボランティア向け読み聞かせブックリスト』の配布

読み聞かせボランティアを対象に読書指導や講座を開催する。

児童サービス担当者研修会の実施

全ての市立小・中・特別支援学校において司書を中心に年間を通
して利用しやすい学校図書館づくりが行われた。

今後も学校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報セ
ンター」としての役割を担えるよう、司書を司書教諭との連携
を図る。

各学校における学校図書館環境整備
Ｂ B

Ａ

各学校における学校図書館や図書資料を活用した授業の実施

保育所や幼稚園の園児を対象におはなし会を行う。

保育園や幼稚園へ団体貸出を行う。

職場体験の受入れ

学校図書館からのレファレンス対応

学校図書館向け図書の団体貸出の実施

耐用年数を経過した市立小学校１３校の学校図書館コンピュータ
の入替を行う。

Ｂ B
耐用年数を経過した市立小学校１３校の学校図書館コンピュータ
の入替を計画どおり行った。

新設美園北小学校・美園南中学校へ学校図書館コンピュータを設
置する。また、センターサーバと、つばさ小学校の学校図書館コン
ピュータについて再リースを実施する。

市立小・中・特別支援学校において、学校図書館や図書資料を活
用した授業の総時数が、７２，０００時間を超え、昨年度より２，００
０時間以上増えた。

学校図書館の利活用を図り、今後も学習指導の充実に努める。

身近に本がある環境を作り不
読者の割合を減らすため、学
級単位で利用する図書のセット
を作り対象の学年に対して学
級数分のセットの貸出をする。

市立小・中・特別支援学校への学級文庫用図書の貸出を実施 Ａ
平成３０年度は小学校３３校（前年度２０校）、中学校２０校（前年
度２０校）、特別支援学校２校（前年度２校）に対して貸出を実施し
た。

B 引き続き、学校と調整して貸出を行う。
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「さいたま市子ども読書活動推進計画」事業実施状況調査表

Ａ 目標以上に実施し、想定よりも大きな効果を得ることができた Ａ 拡大（新規含む）

Ｂ 目標どおりに達成し、想定内の効果を得ることができた Ｂ 継続

Ｃ あまり達成できなかったが、実現に向けて着手している Ｃ 縮小（終了含む）

Ｄ 未着手もしくはほとんど達成できなかった

達成度 達成度の理由 方向性 方向性の理由
施策 No.

計画掲
載頁

施策の内容 所管・関連部署

達成度 方向性

平成30年度の目標達成度

     変更しないでください

事業の概要事業名
令和元年度の事業の方向性

内容（複数ある場合は分けて記入してください）

平成30年度の事業実績

３つの基本方針

（１）楽しむ読書 （２）みんなで読書 （３）支える読書

Ｂ ほぼ例年どおりの実施園数であった。 B 昨年よりも、やや上回る園数を目指して事業を継続する。

Ｂ ほぼ例年どおりの実施園数であった。 B 昨年よりも、やや上回る園数を目指して事業を継続する。

Ｂ 図書館と連携を図り、絵本等に親しむことができた。 B 引き続き、絵本等に親しむ機会を設けていく。

Ａ
新たに、学校及び学校図書館における読書活動推進状況を把握
するための調査を行う。

Ｂ
昨年度に引き続き市立高等学校４校を対象に、抽出により高校生
の読書状況を調査した。

B 継続して調査を行う。

「さいたま市子ども読書活動推進計画」に係る所管課の事業実施
状況を調査し、さいたま市ホームページへ公開した。

Ｂ
各課の取組状況を取りまとめ、フィードバックすることで、現状の課
題と次年度以降の目標設定に役立てることができた。

B
「さいたま市子ども読書活動推進計画」に係る所管課の事業実施
状況が確認できるよう調査を行う。

26.1 21 保育課

資料サービス課
調査を毎年実施し、事業の充
実を図る。

図書館での絵本の貸出し利用

地域のボランティアによる読み聞かせ等の実施（３３園）

Ｂ
研修会で学んだことを保育実践で生かすことができ、資質向上に
つながった。

B 引き続き、資質向上のため、研修会を２回実施する。

地域子育て支援センターに来園した親子に、絵本・紙芝居の読み
聞かせを実施した。

保護者への啓発

計
画
の
進
行
管
理

(1)絵本に親しめる環
境づくり

27 21５
保
育
園
や
幼
稚
園
で
の
取
組

29

さいたま市子ども
読書活動推進計
画に関する事業実
施状況調査

指導１課

図書館・公民館や
地域のボランティ
アとの連携

28.2 21

(6)保護者や地域のボ
ランティアとの連携に
よる学校図書館の充
実

(2)保護者へ読み聞か
せの大切さを発信

保育課

(3)地域との連携推進

31 9
読書調査（市立小・
中・高等学校対象）

21 保育課28.1

21
(4)保育士などの資質
向上

30 9

保育課

さいたま市子ども読書
活動推進計画に関す
る事業実施状況調査

で
の
取
組

23 20

25 21
(8)市立高等学校の読
書活動の推進

高校教育課

24 20
(7)「子ども読書の日」
に関する取組の充実

指導１課

22 19
(5)学校図書館ネット
ワークの充実

保育園の地域支援事業の充実
を目指す。

図書館や公民館による読み聞
かせ会に参加したり、地域のお
話ボランティアを保育園に招い
たりして、地域との連携を図る。

本の紹介ポップを市立4校と市立図書館相互で作成し、交換して展
示する。また、「お薦め本」を高校と図書館で交換して展示・貸出を
行い、多様なニーズにこたえるよう努めた。

市立高等学校の
読書活動の推進

生徒の読書離れの対策を市立
図書館と連携して取り組んでい
く

保護者や地域と連携し、学校
図書館の環境整備や児童生徒
の読書活動の推進を図る。

「子ども読書の日」
に関する取組の充
実

学校図書館資源
共有ネットワーク
事業

日常の保育の中に、絵本等の
読み聞かせの機会を多くつく
る。

１日保育士体験を通して、読み
聞かせの大切さや親子のかか
わりの楽しさを伝える。

地域支援事業の
充実

学校図書館におけ
る保護者や地域と
の連携

絵本等の読み聞
かせの充実

学校と公共図書館、教育研究
所を結ぶネットワーク便を運行
する。

指導１課

保育課 職員研修の実施
保育士の資質向上のため、読
み聞かせなどの研修会を実施
する。

図書館職員による読み聞かせ等の実施（５２園）

※上記以外に、子ども読書に関する事業の実施がある場合は、下の行に追記してください。

資料サービス課 読書調査の実施

学校における「子ども読書の
日」に関する意識を高め、取組
を充実させる。

市立高校生を対象にした読書調査を図書館のアンケート調査によ
り実施

１日保育士体験・保育参加の中で絵本等の読み聞かせを行い、保
護者にも読み聞かせを体験してもらった。

紙芝居をテーマにした研修会の実施（年２回）

毎日の保育の中で、絵本の読み聞かせを実施した。

各学校における学校図書館環境整備や読書活動におけるボラン
ティアの活用

各学校における「子ども読書の日」に関わる読書イベントの実施

市立学校と教育研究所、総合教育相談室、公共図書館を結ぶネッ
トワーク便の運行

ネットワーク便の運行週数を３３回から３５回に増やし、年度初め
から年度末まで運行することができた。また、総合教育相談室を巡
回場所に追加した。

ネットワーク便の安定継続に努める。Ａ B

継続して市立小・中・特別支援学校でボランティアを活用した読書
活動の充実を図ることができた。

引き続き、保護者や地域ボランティアの活用を図れるよう努める。

全ての市立小・中・特別支援学校において「子ども読書の日」に関
わる取組を行った。

今後も、全校実施に向け「子ども読書の日」の取組の継続と
充実を図る。

Ｂ

Ｂ

B

B

１日保育士体験・保育参加を通して保護者に絵本等の読み聞か
せを体験してもらい、体験を通して子どもとのかかわりの楽しさを
伝えていく。

Ｂ

文化祭や学校公開時に参加者の目につくような工夫をした。popに
ついては、教員、生徒双方から評価が高かった。貸し出しに結び
ついたか不明であるが、本に触れあうきっかけとなった考えられ
る。

B
継続して、本の紹介ポップを市立4校と市立図書館相互で作成し
交換して展示する事業を行っていく。「お薦め本」についても同様
に継続していく。

Ｂ 日常的に絵本に親しみ、楽しむことができた。 B
絵本の読み聞かせや物語の世界に親しむとともに、児童の想像力
を養い豊かな言葉の獲得につなげていく。

Ｂ
地域子育て支援センターに来園した親子が、読み聞かせを楽しみ
にしていた。

B
引き続き、地域子育て支援センターにて読み聞かせの時間を設
け、親子ともに楽しめる時間をつくる。

Ｂ
絵本を通して、家庭における親子の会話や触れ合う時間が増え
た。

B

市立小・中・高等学校を対象に
読書調査を実施する。

市立小・中学生を対象にした読書調査を、さいたま市学習状況調
査により実施

Ｂ
昨年度に引き続き全校調査により、小・中学生の読書状況を調査
した。

B 継続して調査を行う。
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